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都内中小企業の景況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業況 DI（季節調整済み、「良い」企業割合-「悪い」

企業割合）は▲44（前期は▲40）と、やや悪化し

た。今後３ヶ月間の見通しでは、今期比 23 ポイン

ト増の▲21 と、極端に改善する見通し。 

 

 

令和 3 年 9 月の都内中小企業の業況 DI は、前期から 4 ポイント減の▲44 と、やや悪化した。今後 3 ヶ月間の業況見

通し DI では、今期比 23 ポイント増の▲21 と、極端に改善する見通しとなっている。 

都内中小企業の業況 DI を業種別にみると、小売業（▲58）は 6 ポイント増と大幅に改善した。一方でサービス業 

（▲40）は 6 ポイント減、卸売業（▲44）は 7 ポイント減、製造業（▲36）は 8 ポイント減といずれも大幅に悪化し

た。 

なお、仕入価格 DI（仕入単価が「上昇」とした企業割合－「低下」とした企業割合）をみると、製造業（32）は 5 ポ

イント増、卸売業（15）は 3 ポイント増とやや上昇し、小売業（▲7）は増減なく前期並となった。 

販売価格 DI（販売単価が「上昇」とした企業割合－「低下」とした企業割合）をみると、小売業（▲11）は 4 ポイン

ト増とやや上昇し、卸売業（6）は 1 ポイント増、製造業（▲5）は増減なくいずれも前期並となった。一方で、サービス

業（▲10）は 3 ポイント減とやや下降した。 

今後 3 ヶ月間の業況見通し DI を業種別にみると、全業種で改善すると見込まれている。サービス業（▲10）は 30 ポ

イント増、卸売業（▲18）は 26 ポイント増、小売業（▲34）は 24 ポイント増といずれも極端に改善し、製造業 

（▲25）は 11 ポイント増と大幅に改善する見込みとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[注] 

○Ｄ．Ｉ（Diffusion
ディフュージョン

 Index
インデックス

の略） 

 Ｄ．Ｉ（ディーアイ）は、増加（又は「上昇」「楽」など）したと答えた企業割合から、減少（又は「下降」「苦しい」など）した

と答えた企業割合を差引いた数値のことで、不変部分を除いて増加したとする企業と減少したとする企業のどちらかの力が強い

かを比べて時系列的に傾向をみようとするものです。 

○（季節調整済）Ｄ．Ｉ 

 季節調整済とは、各期で季節的な変動を繰り返すＤ．Ｉを過去５年間まで遡り、季節的な変動を除去して加工したＤ．Ｉ値です。

修正値ともいいます。 

○傾向値 

 傾向値は、季節変動の大きな業種（例えば小売業）ほど有効で、過去の推移を一層なめらかにして景気の方向をみる方法です。 

 

 

都内中小企業の景況（令和 3 年 7～9 月期） 

業 況：全体でやや悪化。小売業で大幅に改善となるも、製造業、卸売業で大幅に悪化。 

見通し：サービス業、卸売業、小売業で極端に改善。製造業も大幅に改善の見通し。 

 

東京都産業労働局「中小企業の景況調査」より 

前　期

（R3.6）

今　期

（R3.9）
増　減

今後3ヶ月間

の見通し

製　造　業 ▲ 28 ▲ 36 ▲ 8 ▲ 25

卸　売　業 ▲ 37 ▲ 44 ▲ 7 ▲ 18

小　売　業 ▲ 64 ▲ 58 6 ▲ 34

サービス業 ▲ 34 ▲ 40 ▲ 6 ▲ 10

全　　　体 ▲ 40 ▲ 44 ▲ 4 ▲ 21
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渋谷区内中小企業の景況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

渋谷区内中小企業の業況 DI 

  
前期 

（R3.4～6） 

今期 

（R3.7～9） 

今後 3 ヶ月間 

の見通し 

製 造 業 ▲47 ▲45 ▲47 

卸 売 業 ▲57 ▲39 ▲37 

小 売 業 ▲51 ▲55 ▲46 

サービス業 ▲53 ▲46 ▲49 

建 設 業 ▲42 ▲51 ▲42 

全  体 ▲50 ▲46 ▲44 

 
 

≪最近の景況動向≫ 

今期の渋谷区内中小企業全体の業況は▲46 であった。来期（今後 3 ヶ月間の見通し）においては、や

や改善する見通しとなっている。業種別にみると、卸売業、サービス業で大幅に改善、製造業でやや改善

し、小売業でやや悪化、建設業で大幅に悪化した。来期は小売業、建設業で大幅に改善、卸売業でやや改

善し、製造業、サービス業ではやや悪化する見込みである。 

  

渋谷区内中小企業の景況（令和 3 年 7～9 月期） 

 

 

業 況：全体ではやや改善。卸売業、サービス業で大幅に改善、建設業で大幅に悪化。 

見通し：小売業、建設業で大幅に改善、製造業、サービス業でやや悪化の見込み。 

※小数点第 1 位を四捨五入した数値 
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全 体  
  

業況はやや厳しさが和らいだ。売上額、収益はともに減少幅が大きく縮小した。販売価格はやや下降傾

向が弱まり、仕入価格は上昇が大きく強まった｡資金繰りは前期並となった。 
 

製 造 業  
  

業況はやや厳しさが和らいだ。売上額はやや減少幅が縮小し、収益は前期並となった。販売価格は大き

く下降傾向が強まり、原材料価格は前期並となった｡在庫は過剰から品薄に転じた。資金繰りは大きく窮

屈感が強まった。 
 

卸 売 業  
  

業況は大きく厳しさが和らいだ。売上額、収益はともに大きく減少幅が縮小した。販売価格は大きく下

降傾向が弱まり、仕入価格は極端に上昇傾向が強まった。在庫は大きく過剰感が改善した。資金繰りは大

きく窮屈感が強まった。 
 

小 売 業  
  

業況はやや低調感が強まった。売上額、収益はともに大きく減少幅が縮小した。販売価格は大きく下降

傾向が強まり、仕入価格は下降に転じた。在庫は前期並となった。資金繰りは大きく窮屈感が緩和した。 
 

サービス業  
  

業況は大きく厳しさが和らいだ。売上額、収益はともに大きく減少幅が縮小した。料金価格は大きく下

降傾向が弱まり、材料価格は大きく上昇傾向が強まった。資金繰りは大きく窮屈感が緩和した。 
 

建 設 業  
  

業況は大きく低調感が強まった。売上額、施工高、収益はいずれも大きく減少幅が縮小した。請負価格

はやや下降傾向が強まり、材料価格は大きく上昇傾向が強まった。在庫はやや不足感が改善した。資金繰

りは大きく窮屈感が強まった。 
  

各業種別業況の動き（実績）と来期の予測 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

渋谷区の今期の特徴点 
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製 造 業   

（ ）は、前期→今期 

売上・収益の動向と業況判断  

業況（△47→△45）はやや厳しさが和らいだ。売上額（△27→△25）はやや減少幅が縮小した。

収益（△32→△31）は前期並となった。 

なお、全都と比較した当区の業況は 9 ポイント下回っている。 

 

価格・在庫動向  

販売価格（0→△12）は大きく下降傾向が強まった。原材料価格（53→52）は前期並となった。在庫

（17→△7）は過剰から品薄に転じた。 

 

資金繰り・借入金動向  

資金繰り（△16→△23）は大きく窮屈感が強まった。借入難易度（0→4）はやや容易さが増した。

今期借入をした企業は 49％で前期の 56％から 7 ポイント減少した。 

 

経営上の問題点・重点経営施策  

経営上の問題点は、1 位は「売上の停滞・減少」が 56％、2 位は「原材料価格・材料価格の上昇」が

38％、3 位は「人手不足」が 23％となった。前期 4 位の「人手不足」が今期 3 位となった。 

重点経営施策は、1 位は「販路を広げる」が 52％、2 位は「経費を節減する」が 31％、3 位は「新

製品・技術を開発する」が 29％となった。前期同率 3 位の「技術力を強化する」は今期 5 位となった。 

 

来期の見通し  

業況（△45→△47）はやや低調感が強まる見込み。売上額（△25→△29）、収益（△31→△35）

はともにやや減少幅が拡大すると予想されている。 

 

〈製造業〉 渋谷区と東京都の業況の動き（実績）と来期の予測 
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〈製造業〉 売上額・収益の実績と予想の推移 

 

 

 

〈製造業〉業況と売上額、収益、販売価格、原材料価格の動き（実績）と来期の予測 
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〈製造業〉 経営上の問題点（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈製造業〉 重点経営施策（％） 
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R3.4～6月期 R3.7～9月期

売上の停滞・減少 50.0 % 売上の停滞・減少 56.3 %

原材料価格・材料価格の上昇 30.0 % 原材料価格・材料価格の上昇 37.5 %

利幅の縮小 23.3 % 人手不足 22.9 %

人手不足 16.7 % 同業者間の競争の激化 20.8 %

同業者間の競争の激化 13.3 % 利幅の縮小 14.6 %

人件費の増加 13.3 % 取引先の減少 14.6 %

取引先の減少 13.3 %

59.4 52.1 

31.3 
31.3 

28.1 
29.2 

21.9 
25.0 

28.1 
20.8 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

180.0

R3

4～6

R3

7～9

販路を広げる 経費を節減する 新製品・技術を開発する 情報力、宣伝・広報を強化する 技術力を強化する

R3.4～6月期 R3.7～9月期

販路を広げる 59.4 % 販路を広げる 52.1 %

経費を節減する 31.3 % 経費を節減する 31.3 %

新製品・技術を開発する 28.1 % 新製品・技術を開発する 29.2 %

技術力を強化する 28.1 %

情報力、宣伝・広報を強化する 21.9 % 情報力、宣伝・広報を強化する 25.0 %

新しい事業を始める 12.5 % 技術力を強化する 20.8 %

仕入先・提携先を開拓・選別する 12.5 %
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製造業 業種別コメント 

 

  
1. アパレル業界が全体的に厳しいので新規客先

を開拓したい（しようと思う）企業が減ってい

るので先行きが不透明。 

2. メインの仕事が海外旅行のガイドブック制作

で売上の 70％を占める。海外旅行が復活後、

3～6 カ月で 30％程度、1 年で 50％程度、2

年で 80％程度、回復する見込みなので、少な

くとも来年の 5 月頃までは、経営的に厳しい

状況。新規開拓等、販路の拡充は当然ですが、

経済的に難しい。 

3. 受託加工業ですが、近時仕入を伴う受注増によ

り利益率が低下（売上は増加）。 

4. 設備更新、人手不足。 

5. 受注は堅調であるが、半導体をはじめとして、

部材の入手が厳しくなってきている。 

6. 同業者間の競争が激化し、価格競争になってい

る。採算割れでも安値で受注するところがあ

る。 

7. 既存ビジネスの成長率が低いため新規開拓が

必要。 

8. コロナによるイベントキャンセル、中止の影響

でイベントに伴うグッズ・ノベルティ製造の案

件の母数が減少。予測よりも案件数や案件規模

が縮小しているため売上が減少傾向にある。 

9. 客先増による売上増。 

10. 2021 の冬にまたコロナが増えると言われて

いるのが非常に困ります。 

11. 受注の減少・販路の減少で、苦しい状況が続い

ている 

12. 季節的変動要因により、月次収益が安定しない 

13. 繁忙期と閑散期の作業量の差が大きく、繁忙期

に急な退職者やコロナにより長期職場離脱者

が出ると労働時間の上限を守るため苦慮する

ことが多い 

14. 顧客の数は現状維持だが受注する件数、1 件当

りの数量が減っている 

15. 設備投資（大手企業）の先延べ案件が多い。 材

料不足が原因と見られ、改善の見通しもない

（仕入先情報等） また、需要減により、同業

社が仕事に群がり、価格破壊も危惧される 

16. 注文があるがコロナのため部品が揃わない 

17. 部品入手困難で納期遅れ発生 

18. 海外需要はあるものの、コロナで海外へ営業に

も据付作業にも出られないので、売上が回復し

ない 

19. 売上が上がらない状況の中、人件費の構成比が
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（ ）は、前期→今期 

売上・収益の動向と業況判断  

業況（△57→△39）は大きく厳しさが和らいだ。売上額（△21→△8）、収益（△33→△15）はと

もに大きく減少幅が縮小した。 

なお、全都と比較した当区の業況は 5 ポイント上回っている。 

 

価格・在庫動向  

販売価格（△10→△1）は大きく下降傾向が弱まり、仕入価格（17→42）は極端に上昇傾向が強まっ

た。在庫（19→5）は大きく過剰感が改善した。 

 

資金繰り・借入金動向  

資金繰り（△5→△14）は大きく窮屈感が強まった。借入難易度（0→1）は前期並となった。今期借

入をした企業は 37％で前期より増減なかった。 

 

経営上の問題点・重点経営施策  

経営上の問題点は、１位は「売上の停滞・減少」が 53％、２位は「原材料価格・材料価格の上昇」が

30％、３位は「利幅の縮小」が 29％となった。前期同率 2 位の「利幅の縮小」は今期 3 位となった。 

重点経営施策は、１位は「販路を広げる」が 66％、２位は「経費を節減する」が 35％、３位は「情

報力、宣伝・広報を強化する」が 27％となった。上位 3 項目は前期同様となった。 

 

来期の見通し  

業況（△39→△37）はやや厳しさが和らぐ見込み。売上額（△8→△12）はやや減少幅が拡大し、収

益（△15→△27）は大きく減少幅が拡大すると予想されている。 

 

 

〈卸売業〉 渋谷区と東京都の業況の動き（実績）と来期の予測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

卸 売 業   
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〈卸売業〉売上額・収益の実績と予想の推移 

 

 

〈卸売業〉業況と売上額、収益、販売価格、仕入価格の動き（実績）と来期の予測 
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〈卸売業〉経営上の問題点（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈卸売業〉重点経営施策（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

R3.4～6月期 R3.7～9月期

売上の停滞・減少 67.2 % 売上の停滞・減少 53.2 %

利幅の縮小 26.2 % 原材料価格・材料価格の上昇 29.9 %

原材料価格・材料価格の上昇 26.2 %

同業者間の競争の激化 23.0 % 利幅の縮小 28.6 %

取引先の減少 21.3 % 仕入先からの値上げ要請 22.1 %

人手不足 13.1 % 取引先の減少 18.2 %
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販路を広げる 58.1 % 販路を広げる 65.8 %

経費を節減する 35.5 % 経費を節減する 35.4 %

情報力、宣伝・広報を強化する 27.4 % 情報力、宣伝・広報を強化する 26.6 %

新しい事業を始める 24.2 % 新しい事業を始める 21.5 %

仕入先・提携先を開拓・選別する 21.5 %

新製品・技術を開発する 19.4 % 新製品・技術を開発する 20.3 %

人材を確保する 19.4 %
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卸売業 業種別コメント 

 

 

 

  

1. 受注増ではあるが、製品の不足や、製品の値上げ

要請により、マイナス要因が大きくなりつつある。

タイムリーに製品を提供できなくなっている。 

2. 10～12 月期には需要が回復し、展示会等も開

催され、前期の落ち込みをリカバーできること

を期待している。 

3. 大手企業の縮小・撤退で仕事（現場）が増えている。 

4. コロナ禍において、大手取引先の休業要請によ

る需要減が影響。また緊急事態宣言による卸し

業務の受注会や地方取引先来店が減少。通常業

務ができないため、売上は減少。来期は持ち直し

始めると予測はしている。 

5. 素材の開発を得意としているので、それなりの

需要があった。 

6. 世界的なインフレによる、景気の降下に備える

必要がある。 

7. コロナのため、展示会等に出展ができない。出張

できない。 

8. 小売店の閉店倒産により取引が減少、ネット販

売は商品の陳腐化が早く売上に波があり安定的

に数字が取れない。 

9. 売上減少の中、一部製造業に進出したが、リード

タイムがあり、商品ラインナップが増えず、売上

は停滞している。 

10. これまで弊社が強みとしてきた多くのオリジナ

ル商品が、原料メーカーの製造終了、加工工場の

廃業、熟練技術者の引退、などで生産することが

できなくなり、製造卸売業としての存続理由が

薄れている。 

11. コロナウイルスの影響で店舗の集客力が低下。

取引額が減少している。 

12. 営業人員が増え売上は増加しているが利益は横

ばいである。 

13. 受注増ではあるが、継続性が見えない。 

14. 設備投資（特に官公庁向け）は、延期や保留にな

る傾向が続くため、売上及び売上利益の確保が

厳しい状況である。 

15. 昨年に比べると、発注は増えており増収になっ

ている。 

16. 冷凍水産物の輸入卸売を営んでいるが、販売先

のホテル、飲食業、機内食、鉄道の弁当等の売上

げ不振のため、受注が減少し、コロナ以前と比較

すると、減収・減益が続いている。 

17. 需要が増え、増収、増益が続いている。 

18. 得意先のブランド廃止、店舗閉鎖等で販売先が

減っているうえ、ロットも減っているため、売上

の確保が大変難しい。 

 

19. 需要激減、仕入原価増加、取引先（売先）の支払

遅延等で拡大路線も難しい。 

20. コロナ禍による商談機会の減少。 

21. コロナで需要は減ったが、今までとは別の需要

が増え売上は思ったほどは下がっていない。 

22. コロナによる物流コスト上昇が続いているが、

販売先の需要は回復してきている。 

23. 原料費の高騰による単価の上昇。得意先（小売

店）の販売不振による、発注数量の減少と売価の

下降。展示会受注の減少。総じて厳しい状況にな

ると思われる。 

24. 業界全体の縮小が続いているため、ビジネス環

境は今後も厳しい。販路の維持、確保が重要。 

25. アパレル需要の減少が顕著になっており、今後

も減収・減益が続くものと思われます。 

26. 販路先販売不振により大幅発注減。店舗販売先

不振のためＥＣ販売先開拓が必要。自社で直販

ＥＣサイト開設や新たな事業が必要。 

27. 生産拠点のベトナム、中国でのコロナによるロ

ックダウンで商品の生産ができず、受注品が納

品できない状況です。 

28. 消費が減り売上減少。固定費が経営を圧迫。 

29. 得意先の販売不振により、受注が減少している。 

30. コロナにより、アパレル業界が低迷している。そ

れにより、売上減少。 

31. 卸売先の仕入ストップが多く、海外製造の在庫

がさばけず、収益が減る。 

32. 売上は昨年とほとんど変わらず少しだけ増えそ

うに思うが利益の確保が難しい状況です。 

33. 関係会社が請け負う定期清掃が、新型コロナ感

染拡大の影響で延期となり、販売の主力であっ

た床用ワックスが全く売れなくなった反面、消

毒業務で使用するアルコール、ＮＩＴＥ掲載洗

剤が受注増になったが、単価が安いため全体的

にみると売上減です。 

34. 電機、電子関連商社のため、現在の半導体及び関

連部品不足のため、デリバリーに苦労。輸入の輸

送費及び関連物流費上昇により経費増。 

35. コロナ禍の中、通販業界の需要増により現状は

安定している。 

36. 業界自体が数十年間に渡り、右肩下がりの状況

にあった中、消費税増税、コロナ禍で昨年度の売

上が半減するという状況であり今年もその状態

が続き回復が期待できない状況です。 

37. 需要はあるがコンテナ不足により入荷が遅れ販

売機会の減少が予想される。 
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小 売 業   

（ ）は、前期→今期 

売上・収益の動向と業況判断  

業況（△51→△55）はやや低調感が強まった。売上額（△37→△19）、収益（△53→△36）はと

もに大きく減少幅が縮小した。 

なお、全都と比較した当区の業況は 3 ポイント上回っている。 

 

価格・在庫動向  

販売価格（△5→△12）は大きく下降傾向が強まり、仕入価格（24→△6）は下降に転じた。在庫（6

→6）は前期並となった。 

 

資金繰り・借入金動向  

資金繰り（△47→△35）は大きく窮屈感が緩和した。借入難易度（△9→△13）はやや厳しさが強ま

った。今期借入をした企業は 40％で前期の 58％から 18 ポイント減少した。 

 

経営上の問題点・重点経営施策  

経営上の問題点は、1 位は「売上の停滞・減少」が 71％、2 位は「人手不足」が 17％、3 位は「同

業者間の競争の激化」と「利幅の縮小」がともに 15％となった。前期 6 位以下の「人手不足」が今期 2

位となった。 

重点経営施策は、1 位は「販路を広げる」が 44％、2 位は「情報力、宣伝・広報を強化する」が 40％、

3 位は「経費を節減する」36％となった。前期同率 3 位の「情報力、宣伝・広報を強化する」が今期 2

位となった。 

 

来期の見通し  

業況（△55→△46）は大きく厳しさが和らぐ見込み。売上額（△19→△2）は大きく減少幅が縮小

し、収益（△36→△12）は極端に減少幅が縮小すると予想されている。 

 

〈小売業〉 渋谷区と東京都の業況の動き（実績）と来期の予測 
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〈小売業〉売上額・収益の実績と予想の推移 

 

 

 

〈小売業〉業況と売上額、収益、販売価格、仕入価格の動き（実績）と来期の予測 
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〈小売業〉経営上の問題点（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

〈小売業〉重点経営施策（％） 
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売上の停滞・減少 人手不足 同業者間の競争の激化 利幅の縮小 人件費の増加

R3.4～6月期 R3.7～9月期

売上の停滞・減少 71.4 % 売上の停滞・減少 70.8 %

原材料価格・材料価格の上昇 20.0 % 人手不足 16.7 %

人件費の増加 20.0 %

利幅の縮小 17.1 % 同業者間の競争の激化 14.6 %

利幅の縮小 14.6 %

同業者間の競争の激化 14.3 % 人件費の増加 12.5 %

取引先の減少 12.5 %

取引先の減少 11.4 % 商店街の集客力の低下 8.3 %

R3.4～6月期 R3.7～9月期

販路を広げる 48.6 % 販路を広げる 44.4 %

経費を節減する 34.3 % 情報力、宣伝・広報を強化する 40.0 %

情報力、宣伝・広報を強化する 20.0 % 経費を節減する 35.6 %

売れ筋商品を取扱う 20.0 %

品揃えを充実させる 17.1 % 売れ筋商品を取扱う 22.2 %

人材を確保する 17.1 %

新しい事業を始める 11.4 % 人材を確保する 13.3 %

店舗・設備を改装する 11.4 %

仕入先・提携先を開拓・選別する 11.4 %
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小売業 業種別コメント 

 

 

 

 

 

 

 

  

19. 音楽業界の低迷、人流の悪さ、楽器の使用場所

がないためなど。 

20. 販売する場所で売上に差がでる。 

21. 家賃が上がり、売上が下がり、厳しい。衣料品

店に対して休業要請が出たが 1 日当たり 2 万

円では家賃も払えない。しかも実質 2 万円に

もならないし、5 月分がまだもらえない。 

22. 原宿の町にインバウンドの方が増え、入店客

数が増えないと売上も上がらない。 

23. 現在は時短協力金にて持ちこたえているが、

10 月以降、最低賃金アップ、客動向が不明な

ど、不安要素が多い。 

24. コロナ禍における衛生商材の不足により顧客

の購入経路が変わったため、売上減少。 

25. 予定していた展示会がいくつか延期になって

いたため、ＤＭやその他の変更あり。（商品の輸

入には時間がかかるので調整もあり。）来年の

春には再開のめど、申し込みも完了。そのため、

打ち合わせで数多くの来社もあり。コロナ対策

をして大忙しです。展示会の申し込み金、広告

の代金など困る事なく進めてます。 

26. 商品の販売に関して、通販（ネット販売）の影

響が大きく、（価格、品揃え、流通等の点で）店

舗力の発揮が出来ない。顧客の老化のためラン

プの交換・製品の取扱説明など各家庭の力が不

足しているため、収益に結びつきにくい作業が

増加しており、地域店の役割について考えなお

す時と考えている。 

 

 

1. 新たに販路を広げる準備中での資金不足。計

画が資金不足に影響している。 

2. コロナにより、受注が多様化し、対応に苦慮。 

3. 昨年のイベント中止から注文が減少になり、

売上減少につながっています。 

4. 対面での営業がしにくくなっている。 

5. アパレル、春夏商品は昨年に比べ販売減。た

だ 9 月に入り秋冬の高価格帯が売れ始めてい

るので安心している。 

6. 近くに同業の店舗が出来て、売上は減少して

いる。 

7. ワイン専門小売業を経営中。昨年よりコロナ

禍の影響は少ないものの、飲食向け等は需要

弱く、店舗販売は前々年の売上に対しては弱

含みの状況（ＥＣは増加傾向だが、割合が小

さいので）。外販等強化しつつあった中でコロ

ナ禍が発生し、利益面では厳しさが残る状況

（売上は前々年並み）。 

8. コロナによる人流の減少により売上が減少し

ている。 

9. 訪日外国人観光客減少に伴い売上の減少が継

続している。 

10. コロナの影響が大きい。 

11. 商品の展示のできる店舗が借りたいが、家賃

が高いので無理。 

12. 飲食業を相手のため売上は減少する一方で店

主の高齢化が進み店をやめる人が多く、ラン

チをやる人もいるのですが炭を使わずガスで

やるため炭の売上が減少している。 

13. 布地販売という需要の少ない業界でいかに生

き残れるか日々模索中であります。来店され

るお客様を大事にしていてもコロナで客数も

伸びず HP や通販など活用して今後に望みた

いです。 

14. コロナ禍にあって、取引先の飲食店が休店、

閉店しており、卸先が減少、売上も共に減少

している。宣言が明けても状況が一変すると

は考えにくい。 

15. コロナのため売上減少。 

16. 店舗を閉鎖したので、直接の対面販売ができ

ず、売上が減少した。 

17. 大手企業の経費節減により売上減少。 

18. イベントの中止等による顧客の減少の回復を

期待している。 
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サービス業    

（ ）は、前期→今期 

売上・収益の動向と業況判断  

業況（△53→△46）は大きく厳しさが和らいだ。売上額（△39→△26）、収益（△38→△24）は

ともに大きく減少幅が縮小した。 

なお、全都と比較した当区の業況は 6 ポイント下回っている。 

 

価格・在庫動向  

料金価格（△20→△10）は大きく下降傾向が弱まり、材料価格（5→16）は大きく上昇傾向が強まっ

た。 

 

資金繰り・借入金動向  

資金繰り（△33→△19）は大きく窮屈感が緩和した。借入難易度（△10→2）は好転した。今期借入

をした企業は 43％で前期の 40％から 3 ポイント増加した。 

 

経営上の問題点・重点経営施策  

経営上の問題点は、1 位は「売上の停滞・減少」が 64％、2 位は「人手不足」が 33％、3 位は「利

幅の縮小」が 19％となった。前期 3 位の「人手不足」が今期 2 位となった。 

重点経営施策は、1 位は「販路を広げる」が 43％、2 位は「人材を確保する」が 36％、3 位は「経

費を節減する」が 30％となった。前期同率 3 位の「人材を確保する」が今期 2 位となった。 

 

来期の見通し  

業況（△46→△49）はやや低調感が強まる見込み。売上額（△26→△16）は大きく減少幅が縮小し、

収益（△24→△24）は今期同様で推移すると予想されている。 

 

 

〈サービス業〉 渋谷区と東京都の業況の動き（実績）と来期の予測 
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〈サービス業〉 売上額・収益の実績と予想の推移 
 

 

 

〈サービス業〉業況と売上額、収益、料金価格、材料価格の動き（実績）と来期の予測 
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〈サービス業〉経営上の問題点（％） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

〈サービス業〉重点経営施策（％） 
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売上の停滞・減少 人手不足 利幅の縮小 同業者間の競争の激化 人件費の増加

R3.4～6月期 R3.7～9月期

売上の停滞・減少 62.7 % 売上の停滞・減少 64.1 %

人件費の増加 24.0 % 人手不足 32.8 %

人手不足 21.3 % 利幅の縮小 18.8 %

利幅の縮小 20.0 % 同業者間の競争の激化 12.5 %

人件費の増加 12.5 %

生産能力・技術力の不足 12.5 %

取引先の減少 12.5 %

取引先の減少 17.3 % 原材料価格・材料価格の上昇 9.4 %
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R3.4～6月期 R3.7～9月期

販路を広げる 46.1 % 販路を広げる 43.3 %

経費を節減する 31.6 % 人材を確保する 35.8 %

新しい事業を始める 27.6 % 経費を節減する 29.9 %

人材を確保する 27.6 %

情報力、宣伝・広報を強化する 22.4 % 技術力を強化する 25.4 %

技術力を強化する 18.4 % 新しい事業を始める 20.9 %
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サービス業 業種別コメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1. コロナにより公共施設が閉鎖され、来店客が

激減し、人流が半減、また酒類の販売中止な

どで苦しんでいる。 

2. 採用ができず人手不足となっているが収益

は問題なし。 

3. IT 業界にとって人員の需要はあるものの、顧

客の要求レベルが上がっている。 

4. 増収・増益が続く。 

5. コロナで下げ止まりはした。 

6. コロナ禍でのオンライン動画需要が増え、撮

影によりＣＧ、アニメが好まれるためコスト

をおさえて制作できる体制が整って、利益は

出ている。手軽に動画が作れるようになった

ため、本気で企業動画をつくる人のレベルが

低く、人材確保が難しい。 

7. 取引先の仕事がコロナの影響で減っている

ため当然下請としては仕事も減り、売上も減

少している。 

8. 需要は増えつつあるが、増収、増益にはなか

なか努力が必要。 

9. コロナ禍によるイベントの中止や新製品の

開発の遅れなど得意先の事情により、制作物

の減少や遅滞が出ている。 

10. 緊急事態宣言の影響による飲食店からのニ

ーズが減少。 

11. コロナの状況を注視している先が多いため

か、短期間で受注するものが増えている。 

受注から売上計上までの期間を短縮されて

もいるので、受注残が積み上がらないので、

先々の業況が読みづらい。 

12. 前年度はコロナの影響でレース、テスト等中

止・延期に追いこまれたが、今期はなんとか

開催できているので、満額スポンサーフィー

を得ることが可能となっている。 

13. 需要が減り減収、減益が続いている。 

14. 競争の激化により、得意なものに特化し、活

路を開く。 

15. 緊急事態宣言下においては、施策の範囲が限

られ、我慢をすることが続いている。 

16. コロナ禍で時短営業を強いられ、売上は減

少。客足は遠のいている。 

17. 仕事は継続的にありますが、やはりコロナの

影響で、県外移動の難しさや、制作期間がタ

イトになりやすく、これまで通りの手法のま

までは難しい面あり。技術力をブラッシュア

ップして臨機応変で対応できる様に努めた

いです。 

18. 既存の店舗に限界はあり、新業態の開発に力

を入れている。 

 

 

 

 

19. コロナで一時的に売上が減少（イベントの中

止等）したが、少しずつ回復している。 

20. 撮影の実施が大企業を中心に非常に困難にな

ってきている（在宅ワークが多いため）。映像

制作を主とする弊社にとって、撮影の延期等、

多発し、売上減少が加速している。 

21. 特に急激な受注減少もなく、（売上の減少はあ

るが）支払等仕入額も売上減少に比例して減

少しているため、今後は受注を増加させる様

頑張る予定である。 

22. 客先が公立小中学校のため、収益が安定して

いる。 

23. 時短営業、休業による販売力低下（アルバイト

の辞退、メニューの簡素化）。 

24. 取引先の希望に沿える提案、企画等サービス

力の向上が常に必要である。 

25. 新型コロナにより、客足の減少や緊急事態宣

言による外出自粛が原因で売上が大幅に減少

している。また、更なる借入も難しく資金繰り

が厳しい状況が続いている。 

26. ゲームソフト開発は今後もしばらくは巣ごも

り需要などもあり、比較的堅調と予測してい

ます。 

27. アーチストマネジメント事業は、ライブ公演

ができない状況が一番問題。コロナ収束を願

うばかり。 

28. コロナによるイベント自粛により、大幅に売

上が減少。 

29. 入札により落札した物件があり、売上が増加

した。有資格者の採用が難しい。 

30. コロナの影響によりサービス業（宿泊業）は打

撃をうけている。一日でも早い終結を願う。 

31. 高齢者、児童養護、障害児入所等の福祉事業を

行っているが、現在高齢者と障害児について

収益が減少傾向にある。 

32. コロナ禍による人流、密削減のため、イベント

の中止、延期となっているため、再開されるま

では、売上減少が考えられる。 

33. 社員が定年でやめてしまうので、次の人材を確保

と退職金を用意するのに時間とお金が足りない。 

34. コロナ禍の影響により営業ができず、新規受

注がない。 

35. 人材業のため、受注減でも固定費が削減でき

ず、売上を上げるためには採用を増やすこと

が課題になる点が問題。販路を広げる必要が

ある。 

36. 人材不足により、受注を控えている。 
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建 設 業   

（ ）は、前期→今期 

売上・収益の動向と業況判断  

業況（△42→△51）は大きく低調感が強まった。売上額（△43→△37）、施工高（△45→△37）、

収益（△51→△42）はいずれも大きく減少幅が縮小した。 

 

価格・在庫動向  

請負価格（△10→△13）はやや下降傾向が強まり、材料価格（26→40）は大きく上昇傾向が強まっ

た。在庫（△7→△5）はやや不足感が改善した。 

 

資金繰り・借入金動向  

資金繰り（△12→△22）は大きく窮屈感が強まった。借入難易度（4→5）は前期並となった。今期

借入をした企業は 40％で前期の 42％から 2 ポイント減少した。 

 

経営上の問題点・重点経営施策  

経営上の問題点は、1 位は「売上の停滞・減少」が 63％、2 位は「人手不足」が 45％、3 位は「利

幅の縮小」が 27％であった。前期 4 位の「利幅の縮小」が今期 3 位となった。 

重点経営施策は、1 位は「人材を確保する」が 57％、2 位は「販路を広げる」が 40％、3 位は「経

費を節減する」が 30％となった。上位 3 項目は前期同様となった。 

 

来期の見通し  

業況（△51→△42）は大きく厳しさが和らぐ見込み。売上額（△37→△32）はやや減少幅が縮小し、

収益（△42→△32）は大きく減少幅が縮小すると予想されている。 

 

〈建設業〉 渋谷区の業況の動き（実績）と来期の予測 

 

 
※ 東京都の景況調査では建設業の調査は実施されていないため、全都の建設業の業況は表示していない。 
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〈建設業〉売上額・収益の実績と予想の推移 

 

 

〈建設業〉業況と売上額、収益、請負価格、材料価格の動き（実績）と来期の予測 
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〈建設業〉経営上の問題点（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈建設業〉重点経営施策（％） 
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R3.4～6月期 R3.7～9月期

売上の停滞・減少 53.1 % 売上の停滞・減少 62.8 %

人手不足 46.9 % 人手不足 44.9 %

同業者間の競争の激化 27.2 % 利幅の縮小 26.9 %

利幅の縮小 24.7 % 同業者間の競争の激化 20.5 %

原材料価格・材料価格の上昇 20.5 %

原材料価格・材料価格の上昇 11.1 % 下請の確保難 19.2 %
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R3.4～6月期 R3.7～9月期

人材を確保する 51.9 % 人材を確保する 56.8 %

販路を広げる 35.8 % 販路を広げる 39.5 %

経費を節減する 30.9 % 経費を節減する 29.6 %

技術力を強化する 21.0 % 技術力を強化する 28.4 %

仕入先・提携先を開拓・選別する 18.5 % 教育訓練を強化する 12.3 %

教育訓練を強化する 18.5 %
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建設業 業種別コメント 

 

 

 

 

 
 
 

 

  

1. 海外工事（ＯＤＡ等）の下請が主体のため 

新規案件がコロナ禍のため発注されず売上

高が増加しない傾向である。 

2. 機械トラブルによる工事の中断。 

3. 受注できても採用しても人手不足になって

いる（すぐにやめてしまう）。土・日・祝日休

みが難しいため。 

4. 公共事業の減少が続いているため、価格競争

が激しく受注の機会も少なくなっている。 

5. 受注に地域差がある。 

6. 現在はさほどコロナの影響は無いが、2 年後

3 年後はどうなるか分からない。ウッドショ

ックによる材料高騰で減益になっていく見

込み。 

7. コロナの影響が収束しないで、対応（ワクチ

ン等）にも労力がかかる。 

8. 社会保険等の負担が大きくて、利益が見込め

ない。消費税のインボイス制度の導入後はも

っと厳しくなる。そのため、同じ仕事をして

も利幅がどんどん減少していくだけで数年

先は会社がなくなると思う。 

9. 受注が少なく、売上の減少が続いている。 

10. 時代背景に即した新規クライアントの開拓

と、営業・企画力の強化。 

11. 新規事業の推進、事業構造の変革を進めてい

る。 

12. コロナで受注が増え、人手が足りなく大幅に

減収した。 

13. 例年通りの仕事量を維持しているが、多少利

益率が低下している。 

14. 需要はあるが、若手社員が多く現在育成中の

ため、思うように受注できずにいる。 

15. インフラ的要素の仕事が多く、あまり増減す

べきものはない。 

16. 設備更新が減少しているので（コロナの影響

もある）新しいユーザーなしには売上が増え

ない。 

17. 大手企業との競争の激化により利幅減少。 

18. コロナ不況の中、大型商業ビルの設備予算も

絞られており、新築案件についても延期され

る懸念あり。また半導体不足の影響は建設業

界にも及んでおり、コンピュータ・サーバや

ＰＬＣといった機器調達の遅れ、その他機材

についても、ベトナム等海外工場のロックダ

ウンにより部材調達に混乱が生じている。 

19. 受注・売上は変わらないが、常に人手不足で

ある。 

20. 人手不足。 

21. 人手不足が続いている。募集しても、応募が

少ない。 

22. コロナ禍の下で、営業面の活動が制約され、

受注量が減少している。 

23. コロナが終息すれば元に戻ると思う。 

24. 受注増の中、募集しても問合せすらない状態

です。 

25. コロナの影響で客先が設備投資に予算を割

けず、市場が小さくなり同業社の仕事の奪い

合いが激化。景況悪し。 

26. コロナの影響が今後どうなるのかが一番不

安です。 

27. 受注増ではあるが、価格面では変化がなく、

人手不足の状況が続いている。 

28. コロナ対策の環境改善工事が一段落してし

まい、緊急事態宣言がなかなか解除されずに

経済の先行きが不透明なため、発注者から来

年末に向けての大口工事の見積依頼が全く

来なくなっている。 

29. 受注が減り、それに連動して売上、利益も落

ち込んでいる。 

30. 貸室業だが建物老朽化により、賃料低下。 

31. 人材不足で増収・増益が見込めない。 

32. 人件費の増加のため人手不足になっている。 

33. 現場内で密を避けるために工期が延び経費

が上がり、利幅の減少。コロナとオリンピッ

クが重なったため、受注の減少。新規店舗等

の受注が減少（今、店舗を作って開業しても

客が少ないと考えているため）。 

34. 大型物件受託にて現在は息をついているが、

後の予定がみえない状況です。 

35. 取引先の拡大と人材確保。 

36. コロナで全体の仕事量減少、仕入価格上昇。 

37. 今後、人手不足の可能性が考えられる（社員

及び作業員の高齢化）。 

38. 社員の高齢化（人手不足）。 

39. 元請（ゼネコン）からの受注が減少傾向であ

る。 

40. 競争が激化し、単価が下がり、パイの奪い合

いとなっているが原材料や仕入が値上がり、

人材難も加味され、非常に厳しい。 

41. 市場が停滞気味で減少傾向である。 

42. ・品質を下げず今まで以上精進する ・人材

確保を早めの動いています。 

43. ・得意先のサブコンに仕事がないタメ、売上

減少である。 ・商業施設、飲食業等をメイ
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東京都と渋谷区の企業倒産動向（令和 3 年 9月） 

（「良い」－「悪い」・％ポイント） （％ポイント） [需給・在庫・価格判断] 

[売上高・収益計画] （前年度比・％） 

（注）修正率・幅は、前回調査との対比。 

１.東京都の倒産概況 

 

２.原因別倒産動向 

 

４.渋谷区内の令和 3 年 9月の倒産動向 

 

日銀短観 

３.業種別倒産動向 

[調査対象企業数] 

 

[業況判断] 

 

 東京都の倒産概況  

 

101 103 102 

85 
86 

92 

223

1,217

113
146

240 224
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令和3/4 5 6 7 8 9

（億円）
（件数）

倒産件数

負債額

（2021年 9 月調査） 

 
 

製造業 非製造業 合計 回答率
全 国 企 業 3,872社 5,488社 9,360社 99.3%
うち大 企 業 984社 884社 1,868社 98.9%

中堅企業 1,008社 1,619社 2,627社 99.4%
中小企業 1,880社 2,985社 4,865社 99.5%

 （参考）事業計画の前提となっている想定為替レート（全規模・全産業）

上期 下期 上期 下期

2021年6月調査 106.82 107.04 106.61 106.71 106.70 106.71

2021年9月調査 ― ― ― 107.64 107.64 107.64

2021年6月調査 122.58 121.25 123.90 125.27 125.28 125.26

2021年9月調査 ― ― ― 126.50 126.67 126.33

円/
ﾄﾞﾙ

円/
ﾕｰﾛ

2020年度 2021年度

 

変化幅 変化幅

製　造　業 14 13 18 4 14 -4
非製造業 1 3 2 1 3 1

全　産　業 8 8 10 2 9 -1

製　造　業 5 -1 6 1 3 -3
非製造業 -8 -8 -6 2 -7 -1

全　産　業 -3 -5 -1 2 -4 -3

製　造　業 -7 -6 -3 4 -4 -1

非製造業 -9 -12 -10 -1 -13 -3
全　産　業 -8 -10 -8 0 -10 -2

製　造　業 2 0 5 3 2 -3

非製造業 -7 -9 -7 0 -8 -1
全　産　業 -3 -5 -2 1 -5 -3

2021年9月調査

大企業

2021年6月調査

中堅企業

中小企業

先行き

全規模合計

最近 先行き 最近

 
修正率 （計画） 修正率

製造業 -7.8 ― 7.6 1.6
国内 -7.2 ― 5.6 0.8

輸出 -9.0 ― 12.0 3.2

非製造業 -9.0 ― 0.3 -0.1

全産業 -8.5 ― 3.4 0.7

製造業 -6.4 ― 7.1 1.1

非製造業 -6.9 ― 2.5 -0.3
全産業 -6.8 ― 3.6 0.1

製造業 -7.7 ― 5.4 1.4

非製造業 -7.0 ― 1.7 0.0

全産業 -7.2 ― 2.5 0.3

製造業 -7.6 ― 7.1 1.5

非製造業 -7.9 ― 1.3 -0.1
全産業 -7.8 ― 3.2 0.4

中小企業

全規模合計

2020年度

大企業

中堅企業

2021年度

 

変化幅 変化幅

製造業 -21 -21 -17 4 -16 1

うち素材業種 -23 -23 -18 5 -17 1

     加工業種 -18 -19 -16 2 -16 0

非製造業 -22 -22 -20 2 -20 0

製造業 -9 -10 -7 2 -6 1

うち素材業種 -12 -13 -9 3 -7 2

     加工業種 -8 -9 -6 2 -6 0

製造業 10 11 1

うち素材業種 9 10 1

     加工業種 11 11 0

製造業 8 7 -1

うち素材業種 10 9 -1

     加工業種 7 5 -2

製造業 5 8 9 4 14 5

うち素材業種 15 19 19 4 24 5

     加工業種 -2 1 2 4 7 5

非製造業 -1 0 1 2 3 2

製造業 43 45 50 7 51 1

うち素材業種 49 47 53 4 50 -3

     加工業種 39 43 48 9 50 2

非製造業 25 28 29 4 31 2

販売価格判断

（「上昇」－「下落」）

最近 先行き

2021年9月調査

仕入価格判断

（「上昇」－「下落」）

中小企業

国内での製商品・

サービス需給判断

（「需要超過」－

「供給超過」）

海外での製商品

需給判断

（「需要超過」－

「供給超過」）

製商品在庫

水準判断

（「過大」－「不足」）

最近 先行き

2021年6月調査

製商品流通在庫

水準判断

（「過大」－「不足」）

（単位：件・億円）

前月比 前年同月比

件　数 106 86 92 6 ▲ 14

金　額 145 240 224 ▲ 16 79

令和2年9月 令和3年8月 令和3年9月

9 123.0 1 0.1 9 26.9 13 14.4 56 50.2

0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 7.5 3 2.8

（単位：件・億円）

放漫経営 過小資本 他社倒産の余波 既住のしわよせ 販売不振

売掛金回収難 信用性低下 在庫状態悪化 設備投資過大 その他

（単位：件・億円）

前年同月 前月 当月 前年同月 前月 当月
製造業 8 6 9 37 62 12

卸売業 19 17 15 27 20 22
小売業 13 12 8 13 31 18
サービス業 23 14 24 12 9 144

建設業 8 9 6 2 20 4
不動産業 6 5 7 17 12 4

情報通信業・運輸業 9 15 14 7 40 15
宿泊業,飲食サービス業 17 4 3 24 11 1
その他 3 4 6 3 36 4

合計 106 86 92 145 240 224

件数 金額

業　種 件　数 負債総額
製　造　業 0 件 0百万円
卸　売　業 2 件 1,150百万円
小　売　業 0 件 0百万円
サービス業 3 件 140百万円
建　設　業 0 件 0百万円
不動産業 1 件 10百万円

情報通信業・運輸業 1 件 300百万円
宿泊業,飲食サービス業 1 件 30百万円

そ　の　他 0 件 0百万円
合　計 8 件 1,630百万円
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特別調査「新型コロナウイルス感染症による影響について」 

 

① 新型コロナウイルス感染症拡大による企業活動への影響については、「マイナスの影響が引き続き

継続している」が 54.9％で最多 

② 現時点での影響または今後出る可能性のあるものは、「製品・サービスの受注・売上減少」が 68.5％

で最多 

③ 各種支援策のなかで利用したものは、「持続化給付金」が 58.4％で最多 

④ 支援策の活用方法は、「運転資金」が 87.7％で最多 

⑤ 新規事業開発を実施する際の課題は、「必要な人員が不足している」が 20.1％で最多 

 

問１．新型コロナウイルス感染症拡大による、貴社の企業活動への影響 

新型コロナウイルス感染症拡大による企業活動への影響については、全体では「マイナスの影響が引き

続き継続している」が 54.9％で最も高く、次いで「マイナスの影響が出たが回復傾向にある」が 20.1％、

「現時点でマイナスの影響は出ていないが、今後影響が出る可能性がある」が 10.7％であった。 

いずれの業種においても、「マイナスの影響が引き続き継続している」が最も高く、これに次いで、建

設業以外の業種では「マイナスの影響が出たが回復傾向にある」が 1 割台から 2 割台で続き、建設業で

は「現時点でマイナスの影響は出ていないが、今後影響が出る可能性がある」が 2割半ばで続いた。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

マイナスの影響が

引き続き継続して

いる

54.9%

マイナスの影響が

出たが回復傾向に

ある

20.1%

現時点でマイナス

の影響は出ていな
いが、今後影響が

出る可能性がある

10.7%

プラスの影響が

出ている

3.7%

特に影響はなく、

今後も影響はない
見込み

10.7%

n=328

（単位：％）

マイナスの影響

が引き続き継続

している

マイナスの影響

が出たが回復傾

向にある

現時点でマイナ
スの影響は出て

いないが、今後

影響が出る可能
性がある

プラスの影響が

出ている

特に影響はな

く、今後も影響

はない見込み

全　　体（328）件 54.9 20.1 10.7 3.7 10.7

製　造　業（47）件 48.9 27.7 8.5 4.3 10.6

卸　売　業（83）件 60.2 20.5 6.0 3.6 9.6

小　売　業（50）件 68.0 18.0 4.0 6.0 4.0

サービス業（70）件 60.0 18.6 7.1 5.7 8.6

建　設　業（78）件 39.7 17.9 24.4 0.0 17.9
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問２．現時点での影響または今後出る可能性のあるもの 

現時点での影響または今後出る可能性のあるものについては、全体では「製品・サービスの受注・売上

減少」が 68.5％と最も高く、次いで「顧客・来客数の減少」が 39.5％、「イベント等の中止による販売機

会の損失」が 25.0％となった。 

小売業を除くいずれの業種においても「製品・サービスの受注・売上減少」が最も高く、卸売業、サー

ビス業では 7割を超えた。これに次いで、製造業、建設業では「仕入や資材に関する調達が困難」、卸売

業、サービス業では「顧客数・来客数の減少」となり、卸売業では「製品等の流通（輸出含む）の停滞」

も同率で続いた。小売業では「顧客数・来客数の減少」が 8割半ばで最も高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

68.5

19.2

20.3

39.5

25.0

2.2

12.3

3.3

製品・サービスの受注・売上減少

製品等の流通（輸出含む）の停滞

仕入や資材に関する調達が困難

顧客・来客数の減少

イベント等の中止による販売機会の損失

出勤抑制や学校の休校等による人手の確保

感染防止対策に関するコスト増

その他

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

n=276

（％）

（単位：％）

製品・サービス

の受注・売上減
少

製品等の流通

（輸出含む）の
停滞

仕入や資材に関

する調達が困難

顧客・来客数の

減少

イベント等の中

止による販売機
会の損失

出勤抑制や学校

の休校等による
人手の確保

感染防止対策に

関するコスト増
その他

全　　体（276）件 68.5 19.2 20.3 39.5 25.0 2.2 12.3 3.3

製　造　業（40）件 65.0 20.0 37.5 22.5 22.5 0.0 10.0 7.5

卸　売　業（72）件 73.6 31.9 19.4 31.9 23.6 1.4 6.9 4.2

小　売　業（45）件 64.4 20.0 13.3 84.4 40.0 0.0 4.4 0.0

サービス業（57）件 71.9 3.5 3.5 56.1 36.8 5.3 22.8 0.0

建　設　業（62）件 64.5 17.7 30.6 11.3 6.5 3.2 16.1 4.8



 

 

27 

 

問３．国や自治体、金融機関の各種支援策のなかで利用したもの 

国や自治体、金融機関の各種支援策のなかで利用したものについては、「持続化給付金」が 58.4％と最

も高く、次いで「雇用調整助成金」と「家賃支援給付金」が同率の 36.6％、「実質無利子・無担保融資（民

間金融機関）」が 28.3％と続いた。 

いずれの業種においても「持続化給付金」が 5 割弱から 7 割弱で最も高かった。これに次いで、建設業を

除く業種では「雇用調整助成金」または「家賃支援給付金」が続いた。建設業では「実質無利子・無担保

融資（民間金融機関）」「家賃支援給付金」の順で続いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

58.4

36.6

23.9

4.3

28.3

6.8

3.4

3.7

36.6

8.7

8.4

0.9

9.0

15.5

2.5

20.8

持続化給付金

雇用調整助成金

新型コロナウイルス感染症特別貸付（日本公庫）

危機対応融資（商工中金）

実質無利子・無担保融資（民間金融機関）

緊急経営支援特別資金（渋谷区）

その他の融資

返済繰延・借入条件変更（リスケ）等の調整

家賃支援給付金

一時支援金

感染拡大防止協力金

ものづくり補助金

IT導入補助金

セーフティネット保証（4 号、5 号）、危機関連保証

その他

利用していない

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

n=322

（％）

（単位：％）

持続化給付金 雇用調整助成金

新型コロナウイ
ルス感染症特別

貸付
（日本公庫）

危機対応融資
（商工中金）

実質無利子・無
担保融資（民間
金融機関）

緊急経営支援
特別資金
（渋谷区）

その他の融資

返済繰延・借入
条件変更

（リスケ）等の
調整

全　　体（322）件 58.4 36.6 23.9 4.3 28.3 6.8 3.4 3.7

製　造　業（43）件 55.8 32.6 30.2 7.0 14.0 9.3 2.3 4.7

卸　売　業（82）件 63.4 36.6 17.1 3.7 29.3 3.7 3.7 1.2

小　売　業（50）件 68.0 46.0 30.0 4.0 30.0 2.0 2.0 10.0

サービス業（69）件 58.0 44.9 24.6 7.2 30.4 11.6 4.3 2.9

建　設　業（78）件 48.7 25.6 23.1 1.3 32.1 7.7 3.8 2.6

家賃支援給付金 一時支援金
感染拡大防止

協力金
ものづくり
補助金

IT導入補助金

セーフティ
ネット保証

（4号、5号）、
危機関連保証

その他 利用していない

36.6 8.7 8.4 0.9 9.0 15.5 2.5 20.8

37.2 4.7 0.0 4.7 2.3 16.3 0.0 20.9

40.2 11.0 4.9 0.0 13.4 13.4 1.2 22.0

42.0 20.0 20.0 0.0 10.0 20.0 2.0 10.0

39.1 8.7 18.8 0.0 11.6 17.4 8.7 18.8

26.9 1.3 0.0 1.3 5.1 12.8 0.0 28.2
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問４．支援策の活用方法 

支援策の活用方法については、「運転資金」が 87.7％と最も高く、次いで「休業手当」と「地代・家賃」

が同率の 26.2％、「設備投資（ITツールを除く機器・設備など）」が 13.9％と続いた。 

いずれの業種も、「運転資金」が 8割を超えて最も高かった。これに次いで、サービス業では「休業手

当」、建設業では「休業手当」と「地代・家賃」が同率、それ以外の業種では「地代・家賃」が続いた。

サービス業では「設備投資（ＩＴツールを除く機器・設備など）」が 2割半ばと比較的高い割合となった。  

 

 

 

 

  

87.7

13.9

26.2

26.2

10.7

10.2

7.0

1.2

運転資金

設備投資（ITツールを除く機器・設備

など）

休業手当

地代・家賃

借入金返済

ITツールの導入

新規事業開発・業態転換

その他

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

n=244

（％）

（単位：％）

運転資金
設備投資（IT
ツールを除く機
器・設備など）

休業手当 地代・家賃 借入金返済 ITツールの導入
新規事業開発・

業態転換
その他

全　　体（244）件 87.7 13.9 26.2 26.2 10.7 10.2 7.0 1.2

製　造　業（34）件 94.1 5.9 20.6 29.4 14.7 5.9 5.9 0.0

卸　売　業（62）件 90.3 17.7 19.4 27.4 8.1 12.9 8.1 0.0

小　売　業（43）件 86.0 4.7 34.9 37.2 16.3 9.3 7.0 0.0

サービス業（53）件 83.0 26.4 37.7 20.8 9.4 18.9 11.3 1.9

建　設　業（52）件 86.5 9.6 19.2 19.2 7.7 1.9 1.9 3.8
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問５．新規事業開発を実施する際の課題 

新規事業開発を実施する際の課題については、「必要な人員が不足している」が 20.1％と最も高く、次

いで「社内で方向性が定まっていない」が 13.6％、「相談相手がいない」が 5.2％となり、「特になし」は

19.1％であった。また「新規事業開発を実施しない」は 42.7％であった。 

業種別では、製造業、小売業で「社内で方向性が定まっていない」が最も高く、小売業では「必要な人

員が不足している」も同率で最も高い割合となった。それ以外の業種では「必要な人員が不足している」

が最も高かった。「新規事業開発を実施しない」は建設業で 5割半ばであるのに対し、サービス業では約

3割と比較的低い割合となっている。 

 

 

 

 

  

4.5

5.2

13.6

2.3

20.1

2.9

19.1

42.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

アライアンス先が見つからない

相談相手がいない

社内で方向性が定まっていない

何を情報収集すればよいか

わからない

必要な人員が不足している

その他

特になし

新規事業開発を実施しない

（％）

n=309

（単位：％）

アライアンス先
が見つからない

相談相手がいな
い

社内で方向性が
定まっていない

何を情報収集す
ればよいか
わからない

必要な人員が不
足している

その他 特になし
新規事業開発を
実施しない

全　　体（309）件 4.5 5.2 13.6 2.3 20.1 2.9 19.1 42.7

製　造　業（41）件 4.9 0.0 14.6 0.0 12.2 7.3 14.6 51.2

卸　売　業（79）件 7.6 2.5 11.4 2.5 22.8 2.5 19.0 39.2

小　売　業（47）件 2.1 4.3 10.6 2.1 10.6 2.1 29.8 40.4

サービス業（67）件 6.0 10.4 22.4 4.5 25.4 4.5 19.4 29.9

建　設　業（75）件 1.3 6.7 9.3 1.3 22.7 0.0 14.7 54.7
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中小企業景況調査 転記表 
 

製造業       中小企業景況調査 転記表 ＮＯ．１            令和 3年 7 月～9月期 

地域名：渋谷区        

中分類：業種合計                        注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 

  

良い 14.7 12.2 11.8 6.1

普通 23.5 30.6 52.9 40.8

悪い 61.8 57.1 35.3 53.1

Ｄ・Ｉ -47.1 -44.9 -23.5 2.2 -47.0

増加 17.6 20.4 20.6 16.3

変わらず 38.2 34.7 52.9 38.8

減少 44.1 44.9 26.5 44.9

Ｄ・Ｉ -26.5 -24.5 -5.9 2.0 -28.6

増加 10.0 9.3 23.3 9.3

変わらず 36.7 48.8 50.0 48.8

減少 53.3 41.9 26.7 41.9

Ｄ・Ｉ -43.3 -32.6 -3.4 10.7 -32.6

増加 14.7 22.4 17.6 14.3

変わらず 38.2 24.5 52.9 36.7

減少 47.1 53.1 29.4 49.0

Ｄ・Ｉ -32.4 -30.7 -11.8 1.7 -34.7

上昇 17.6 6.1 17.6 4.1

変わらず 64.7 75.5 70.6 75.5

下降 17.6 18.4 11.8 20.4

Ｄ・Ｉ 0.0 -12.3 5.8 -12.3 -16.3

上昇 60.0 54.3 43.3 58.7

変わらず 33.3 43.5 53.3 37.0

下降 6.7 2.2 3.3 4.3

Ｄ・Ｉ 53.3 52.1 40.0 -1.2 54.4

過剰 20.0 15.2 23.3 13.0

適正 76.7 63.0 70.0 63.0

不足 3.3 21.7 6.7 23.9

Ｄ・Ｉ 16.7 -6.5 16.6 -23.2 -10.9

楽 9.4 12.2 6.3 8.2

変わらず 65.6 53.1 65.6 55.1

苦しい 25.0 34.7 28.1 36.7

Ｄ・Ｉ -15.6 -22.5 -21.8 -6.9 -28.5

売上額 -9.3 -8.7

収益 -19.4 -17.4

前年比残業時間 -31.2 -14.3 -12.5 -12.5

人手 -9.4 -8.2 -18.8 -12.3

借入をした（％） 56.3 49.0 29.0 13.0

借入をしない（％） 43.8 51.0 71.0 87.0

借入難易度 0.0 4.2

R3

10～12月期

（予測）項目

調査期

販

売

価

格

R3

4～6月期

対前期比

業

況

売

上

額

受

注

残

収

益

R3

7～9月期

有効回答事業所数

原

材

料

価

格

原

材

料

在

庫

資

金

繰

り

前

年

同

期

比

雇

用

借

入

金

34 49
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製造業       中小企業景況調査 転記表 ＮＯ．２            令和 3年 7 月～9月期 

地域名：渋谷区        

中分類：業種合計                        注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 

 

-3.2 -16.0 -3.2 -13.7

30.0 55.2 52.4 55.2

事業用地・建物 3.3 6.9 0.0 3.4

機械・設備の新・増設 23.3 20.7 33.3 24.1

機械・設備の更改 6.7 24.1 14.3 24.1

事務機器 6.7 34.5 23.8 24.1

車両 6.7 10.3 14.3 6.9

その他 3.3 3.4 0.0 6.9

70.0 44.8 47.6 44.8

売上の停滞・減少 50.0 56.3

人手不足 16.7 22.9

大手企業・大型店との競争の激化 3.3 2.1

同業者間の競争の激化 13.3 20.8

流通経路の変化による競争の激化 6.7 0.0

合理化の不足 6.7 6.3

利幅の縮小 23.3 14.6

小口注文・多頻度配送の増加 3.3 8.3

販売商品の不足 6.7 8.3

原材料価格・材料価格の上昇 30.0 37.5

販売納入先からの値下げ要請 3.3 4.2

仕入先からの値上げ要請 10.0 10.4

人件費の増加 13.3 10.4

人件費以外の経費増加 0.0 2.1

工場・店舗の狭小・老朽化 10.0 10.4

生産能力・技術力の不足 3.3 6.3

取引先の減少 13.3 14.6

商店街の集客力の低下 0.0 0.0

下請の確保難 3.3 6.3

駐車場・資材置場の確保難 0.0 0.0

大手企業・工場の縮小・撤退 3.3 2.1

3.3 6.3

3.3 2.1

販路を広げる 59.4 52.1

経費を節減する 31.3 31.3

品揃えを充実させる 3.1 2.1

情報力、宣伝・広報を強化する 21.9 25.0

新製品・技術を開発する 28.1 29.2

新しい工法を導入する 0.0 0.0

新しい事業を始める 12.5 10.4

不採算部門を整理・縮小する 6.3 4.2

店舗・設備を改装する 0.0 2.1

仕入先・提携先を開拓・選別する 12.5 14.6

営業時間を延長する 3.1 0.0

売れ筋商品を取扱う 6.3 4.2

商店街事業を活性化させる 0.0 0.0

機械化を推進する 6.3 2.1

技術力を強化する 28.1 20.8

人材を確保する 9.4 18.8

パート化を図る 0.0 0.0

教育訓練を強化する 3.1 6.3

労働条件を改善する 3.1 4.2

工場・機械を増設・移転する 6.3 6.3

流通経路の見直しをする 3.1 4.2
取引先を支援する 0.0 2.1

輸入品の取扱いを増やす 0.0 0.0

不動産の有効活用を図る 0.0 0.0

3.1 4.2

0.0 4.2

その他

特になし

重

点

経

営

施

策

（
％

）

問題なし

経

営

上

の

問

題

点

（
％

）

その他

設

備

投

資

動

向

（
％

）

現在の設備

実施した

投

資

内

容

実施しない

対

前期比

R3

10～12月期

（予測）項目

調査期
R3

4～6月期

R3

7～9月期

4934有効回答事業所数
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卸売業       中小企業景況調査 転記表 ＮＯ．１            令和 3年 7 月～9月期 

地域名：渋谷区        

中分類：業種合計                        注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 

 

 

 

 

 

良い 7.9 11.8 4.8 8.3

普通 27.0 37.6 40.3 46.4

悪い 65.1 50.6 54.8 45.2

Ｄ・Ｉ -57.2 -38.8 -50.0 18.4 -36.9

増加 28.6 27.1 22.2 20.2

変わらず 22.2 37.6 38.1 47.6

減少 49.2 35.3 39.7 32.1

Ｄ・Ｉ -20.6 -8.2 -17.5 12.4 -11.9

増加 19.0 22.4 17.5 10.7

変わらず 28.6 40.0 30.2 51.2

減少 52.4 37.6 52.4 38.1

Ｄ・Ｉ -33.4 -15.2 -34.9 18.2 -27.4

上昇 7.9 11.8 4.8 9.5

変わらず 74.6 75.3 76.2 81.0

下降 17.5 12.9 19.0 9.5

Ｄ・Ｉ -9.6 -1.1 -14.2 8.5 0.0

上昇 28.8 45.6 32.2 41.0

変わらず 59.3 50.6 55.9 55.1

下降 11.9 3.8 11.9 3.8

Ｄ・Ｉ 16.9 41.8 20.3 24.9 37.2

過剰 28.1 13.8 21.1 10.1

適正 63.2 77.5 68.4 81.0

不足 8.8 8.8 10.5 8.9

Ｄ・Ｉ 19.3 5.0 10.6 -14.3 1.2

楽 17.7 8.5 9.8 7.4

変わらず 59.7 69.5 60.7 66.7

苦しい 22.6 22.0 29.5 25.9

Ｄ・Ｉ -4.9 -13.5 -19.7 -8.6 -18.5

売上額 -16.7 -5.0

収益 -18.3 -23.8

販売価格 -5.0 -12.5

前年比残業時間 -14.5 -14.9 -16.2 -7.5

人手 8.0 -4.9 4.8 -2.5

借入をした（％） 37.1 37.0 15.0 18.5

借入をしない（％） 62.9 63.0 85.0 81.5

借入難易度 0.0 1.3

R3
10～12月期

（予測）項目

調査期

販
売
価
格

R3
4～6月期

対前期比

業
況

売
上
額

収
益

R3
7～9月期

有効回答事業所数

仕
入
価
格

在
庫

資
金
繰
り

前
年

同
期
比

雇
用

借
入
金

63 85
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卸売業       中小企業景況調査 転記表 ＮＯ．２            令和 3年 7 月～9月期 

地域名：渋谷区        

中分類：業種合計                        注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 

  

-5.0 -1.2 -10.0 0.0
26.3 40.4 44.7 40.0

事業用地・建物 1.8 3.8 0.0 6.0
機械・設備の新・増設 5.3 7.7 7.9 6.0

機械・設備の更改 1.8 7.7 13.2 8.0
事務機器 17.5 25.0 21.1 20.0

車両 3.5 3.8 5.3 4.0
その他 7.0 5.8 13.2 6.0

73.7 59.6 55.3 60.0

売上の停滞・減少 67.2 53.2

人手不足 13.1 9.1
大手企業・大型店との競争の激化 3.3 0.0
同業者間の競争の激化 23.0 14.3

流通経路の変化による競争の激化 6.6 3.9

合理化の不足 9.8 6.5

利幅の縮小 26.2 28.6
小口注文・多頻度配送の増加 6.6 9.1

販売商品の不足 1.6 6.5
原材料価格・材料価格の上昇 26.2 29.9

販売納入先からの値下げ要請 3.3 7.8
仕入先からの値上げ要請 11.5 22.1

人件費の増加 9.8 10.4
人件費以外の経費増加 9.8 5.2
工場・店舗の狭小・老朽化 1.6 1.3

生産能力・技術力の不足 4.9 2.6
取引先の減少 21.3 18.2

商店街の集客力の低下 1.6 0.0
下請の確保難 1.6 1.3

駐車場・資材置場の確保難 0.0 0.0
大手企業・工場の縮小・撤退 1.6 5.2

4.9 5.2

1.6 6.5

販路を広げる 58.1 65.8

経費を節減する 35.5 35.4
品揃えを充実させる 6.5 10.1

情報力、宣伝・広報を強化する 27.4 26.6
新製品・技術を開発する 19.4 20.3

新しい工法を導入する 1.6 0.0

新しい事業を始める 24.2 21.5

不採算部門を整理・縮小する 8.1 2.5
店舗・設備を改装する 1.6 0.0
仕入先・提携先を開拓・選別する 16.1 21.5

営業時間を延長する 0.0 0.0
売れ筋商品を取扱う 9.7 7.6

商店街事業を活性化させる 0.0 0.0
機械化を推進する 0.0 0.0

技術力を強化する 6.5 3.8
人材を確保する 19.4 11.4

パート化を図る 0.0 2.5
教育訓練を強化する 11.3 3.8

労働条件を改善する 1.6 1.3
工場・機械を増設・移転する 0.0 1.3

流通経路の見直しをする 0.0 5.1

取引先を支援する 1.6 2.5
輸入品の取扱いを増やす 3.2 1.3

不動産の有効活用を図る 4.8 1.3

0.0 1.3
4.8 6.3

63有効回答事業所数

問題なし

対
前期比

R3
10～12月期

（予測）
R3

7～9月期

設
備

投
資

動
向

（
％

）

現在の設備
実施した

投

資
内

容

実施しない

85

項目

調査期
R3

4～6月期

重
点
経

営
施

策

（
％

）

その他

特になし

経

営
上

の
問

題
点

（
％

）

その他
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小売業       中小企業景況調査 転記表 ＮＯ．１               令和 3 年 7 月～9月期 

地域名：渋谷区        

中分類：業種合計                        注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 

 

 

 

 

 

 

良い 10.3 5.9 15.8 4.0

普通 28.2 33.3 34.2 46.0

悪い 61.5 60.8 50.0 50.0

Ｄ・Ｉ -51.2 -54.9 -34.2 -3.7 -46.0

増加 15.8 25.0 13.2 23.5

変わらず 31.6 30.8 55.3 51.0

減少 52.6 44.2 31.6 25.5

Ｄ・Ｉ -36.8 -19.2 -18.4 17.6 -2.0

増加 10.5 18.0 17.9 26.5

変わらず 26.3 28.0 41.0 34.7

減少 63.2 54.0 41.0 38.8

Ｄ・Ｉ -52.7 -36.0 -23.1 16.7 -12.3

上昇 7.7 5.9 2.6 6.0

変わらず 79.5 76.5 82.1 82.0

下降 12.8 17.6 15.4 12.0

Ｄ・Ｉ -5.1 -11.7 -12.8 -6.6 -6.0

上昇 35.3 12.2 17.6 6.3

変わらず 52.9 69.4 70.6 81.3

下降 11.8 18.4 11.8 12.5

Ｄ・Ｉ 23.5 -6.2 5.8 -29.7 -6.2

過剰 21.2 21.3 18.8 12.8

適正 63.6 63.8 71.9 78.7

不足 15.2 14.9 9.4 8.5

Ｄ・Ｉ 6.0 6.4 9.4 0.4 4.3

楽 2.8 6.1 2.9 4.3

変わらず 47.2 53.1 48.6 63.8

苦しい 50.0 40.8 48.6 31.9

Ｄ・Ｉ -47.2 -34.7 -45.7 12.5 -27.6

売上額 -5.9 -24.5

収益 -17.6 -34.7

販売価格 0.0 -18.7

前年比残業時間 -36.1 -28.3 -17.1 -17.4

人手 -5.6 -6.8 -5.7 -6.8

借入をした（％） 58.3 39.6 9.7 6.8

借入をしない（％） 41.7 60.4 90.3 93.2

借入難易度 -8.6 -13.1

R3
10～12月期

（予測）項目

調査期

販
売
価
格

R3
4～6月期

対前期比

業
況

売
上
額

収
益

R3
7～9月期

有効回答事業所数

仕
入
価
格

在
庫

資
金
繰
り

前
年

同
期
比

雇
用

借
入
金

39 52
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小売業       中小企業景況調査 転記表 ＮＯ．２           令和 3 年 7 月～9月期 

地域名：渋谷区        

中分類：業種合計                        注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 

   

-8.3 -10.8 -8.3 -10.9
31.4 29.6 37.0 29.6

事業用地・建物 5.7 0.0 11.1 3.7

機械・設備の新・増設 14.3 3.7 11.1 3.7

機械・設備の更改 5.7 7.4 7.4 7.4

事務機器 14.3 22.2 7.4 18.5

車両 2.9 3.7 7.4 7.4

その他 0.0 0.0 3.7 3.7
68.6 70.4 63.0 70.4

売上の停滞・減少 71.4 70.8
人手不足 5.7 16.7

大手企業・大型店との競争の激化 5.7 2.1

同業者間の競争の激化 14.3 14.6

流通経路の変化による競争の激化 5.7 6.3

合理化の不足 2.9 2.1

利幅の縮小 17.1 14.6

小口注文・多頻度配送の増加 8.6 4.2
販売商品の不足 2.9 4.2

原材料価格・材料価格の上昇 20.0 6.3
販売納入先からの値下げ要請 0.0 2.1

仕入先からの値上げ要請 5.7 2.1
人件費の増加 20.0 12.5

人件費以外の経費増加 0.0 6.3
工場・店舗の狭小・老朽化 2.9 4.2

生産能力・技術力の不足 2.9 0.0
取引先の減少 11.4 12.5

商店街の集客力の低下 5.7 8.3

下請の確保難 0.0 0.0

駐車場・資材置場の確保難 2.9 2.1

大手企業・工場の縮小・撤退 0.0 0.0

2.9 8.3

8.6 2.1

販路を広げる 48.6 44.4

経費を節減する 34.3 35.6

品揃えを充実させる 17.1 11.1
情報力、宣伝・広報を強化する 20.0 40.0

新製品・技術を開発する 8.6 0.0

新しい工法を導入する 2.9 0.0

新しい事業を始める 11.4 11.1

不採算部門を整理・縮小する 2.9 4.4

店舗・設備を改装する 11.4 8.9

仕入先・提携先を開拓・選別する 11.4 6.7

営業時間を延長する 0.0 0.0

売れ筋商品を取扱う 20.0 22.2

商店街事業を活性化させる 2.9 0.0

機械化を推進する 2.9 2.2
技術力を強化する 5.7 2.2

人材を確保する 17.1 13.3

パート化を図る 5.7 0.0

教育訓練を強化する 2.9 6.7

労働条件を改善する 2.9 2.2
工場・機械を増設・移転する 0.0 2.2

流通経路の見直しをする 2.9 6.7

取引先を支援する 0.0 0.0

輸入品の取扱いを増やす 5.7 4.4

不動産の有効活用を図る 2.9 0.0

5.7 0.0

0.0 6.7

39有効回答事業所数

問題なし

対

前期比

R3

10～12月期

（予測）

R3

7～9月期

設

備

投
資

動
向

（
％

）

現在の設備

実施した

投

資
内

容

実施しない

52

項目

調査期
R3

4～6月期

重
点

経

営

施

策

（
％

）

その他

特になし

経

営
上

の

問

題

点

（
％

）

その他
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サービス業      中小企業景況調査 転記表 ＮＯ．１            令和 3年 7 月～9月期 

地域名：渋谷区        

中分類：業種合計                        注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 

 

 

 

 良い 1.3 8.6 5.1 4.3

普通 44.9 37.1 46.2 42.0

悪い 53.8 54.3 48.7 53.6

Ｄ・Ｉ -52.5 -45.7 -43.6 6.8 -49.3

増加 12.5 20.0 16.5 21.7

変わらず 36.3 34.3 48.1 40.6

減少 51.3 45.7 35.4 37.7

Ｄ・Ｉ -38.8 -25.7 -18.9 13.1 -16.0

増加 13.9 21.4 12.7 16.2

変わらず 34.2 32.9 50.6 44.1

減少 51.9 45.7 36.7 39.7

Ｄ・Ｉ -38.0 -24.3 -24.0 13.7 -23.5

上昇 1.3 8.8 3.8 4.5

変わらず 77.2 72.1 77.2 79.1

下降 21.5 19.1 19.0 16.4

Ｄ・Ｉ -20.2 -10.3 -15.2 9.9 -11.9

上昇 13.1 23.5 11.5 31.4

変わらず 78.7 68.6 82.0 62.7

下降 8.2 7.8 6.6 5.9

Ｄ・Ｉ 4.9 15.7 4.9 10.8 25.5

楽 2.7 5.9 0.0 5.9

変わらず 61.3 69.1 64.0 66.2

苦しい 36.0 25.0 36.0 27.9

Ｄ・Ｉ -33.3 -19.1 -36.0 14.2 -22.0

売上額 -20.3 -14.3

収益 -16.2 -14.2

前年比残業時間 -27.0 -16.4 -20.6 -7.5

人手 -3.9 -17.7 -12.8 -20.6

借入をした（％） 40.0 43.3 13.5 11.3

借入をしない（％） 60.0 56.7 86.5 88.7

借入難易度 -10.4 1.5

R3
10～12月期

（予測）項目

調査期

料
金
価
格

R3
4～6月期

対前期比

業
況

売
上
額

収
益

R3
7～9月期

有効回答事業所数

材
料
価
格

資
金
繰
り

前
年

同
期
比

雇
用

借
入
金

80 70



 

 

37 

 

サービス業      中小企業景況調査 転記表 ＮＯ．２            令和 3年 7 月～9月期 

地域名：渋谷区        

中分類：業種合計                        注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 

 

-9.6 -7.6 -12.5 -12.1
21.9 45.8 38.8 42.6

事業用地・建物 2.7 4.2 2.0 2.1
機械・設備の新・増設 5.5 20.8 10.2 21.3

機械・設備の更改 6.8 12.5 8.2 14.9
事務機器 9.6 22.9 14.3 25.5

車両 1.4 6.3 6.1 8.5
その他 5.5 0.0 10.2 0.0

78.1 54.2 61.2 57.4

売上の停滞・減少 62.7 64.1

人手不足 21.3 32.8
大手企業・大型店との競争の激化 1.3 6.3
同業者間の競争の激化 12.0 12.5

流通経路の変化による競争の激化 5.3 4.7

合理化の不足 9.3 7.8

利幅の縮小 20.0 18.8
小口注文・多頻度配送の増加 1.3 0.0

販売商品の不足 2.7 1.6
原材料価格・材料価格の上昇 9.3 9.4

販売納入先からの値下げ要請 4.0 1.6
仕入先からの値上げ要請 1.3 1.6

人件費の増加 24.0 12.5
人件費以外の経費増加 4.0 4.7
工場・店舗の狭小・老朽化 2.7 1.6

生産能力・技術力の不足 2.7 12.5
取引先の減少 17.3 12.5

商店街の集客力の低下 4.0 3.1
下請の確保難 5.3 3.1

駐車場・資材置場の確保難 1.3 0.0
大手企業・工場の縮小・撤退 1.3 3.1

6.7 9.4

4.0 4.7

販路を広げる 46.1 43.3

経費を節減する 31.6 29.9
品揃えを充実させる 2.6 7.5

情報力、宣伝・広報を強化する 22.4 16.4
新製品・技術を開発する 11.8 9.0

新しい工法を導入する 1.3 1.5

新しい事業を始める 27.6 20.9

不採算部門を整理・縮小する 5.3 4.5
店舗・設備を改装する 5.3 9.0
仕入先・提携先を開拓・選別する 3.9 6.0

営業時間を延長する 2.6 0.0
売れ筋商品を取扱う 1.3 3.0

商店街事業を活性化させる 0.0 0.0
機械化を推進する 1.3 4.5

技術力を強化する 18.4 25.4
人材を確保する 27.6 35.8

パート化を図る 0.0 1.5
教育訓練を強化する 9.2 14.9

労働条件を改善する 3.9 4.5
工場・機械を増設・移転する 1.3 0.0

流通経路の見直しをする 2.6 3.0

取引先を支援する 0.0 1.5
輸入品の取扱いを増やす 0.0 0.0

不動産の有効活用を図る 1.3 3.0

0.0 1.5
2.6 4.5

80有効回答事業所数

問題なし

対
前期比

R3
10～12月期

（予測）
R3

7～9月期

設
備

投
資

動
向

（
％

）

現在の設備
実施した

投

資
内

容

実施しない

70

項目

調査期
R3

4～6月期

重
点
経

営
施

策

（
％

）

その他

特になし

経

営
上

の
問

題
点

（
％

）

その他
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建設業        中小企業景況調査 転記表 ＮＯ．１            令和 3年 7 月～9月期 

地域名：渋谷区        

中分類：業種合計                        注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 

良い 3.6 4.8 3.7 6.2

普通 50.6 39.8 48.8 45.7

悪い 45.8 55.4 47.6 48.1

Ｄ・Ｉ -42.2 -50.6 -43.9 -8.4 -41.9

増加 9.6 13.3 12.0 13.4

変わらず 37.3 36.1 41.0 41.5

減少 53.0 50.6 47.0 45.1

Ｄ・Ｉ -43.4 -37.3 -35.0 6.1 -31.7

増加 10.0 8.3 8.6 17.9

変わらず 36.3 44.0 44.4 39.3

減少 53.8 47.6 46.9 42.9

Ｄ・Ｉ -43.8 -39.3 -38.3 4.5 -25.0

増加 8.5 13.3 14.6 16.7

変わらず 37.8 36.1 43.9 38.1

減少 53.7 50.6 41.5 45.2

Ｄ・Ｉ -45.2 -37.3 -26.9 7.9 -28.5

増加 8.4 9.5 14.5 17.9

変わらず 32.5 39.3 42.2 32.1

減少 59.0 51.2 43.4 50.0

Ｄ・Ｉ -50.6 -41.7 -28.9 8.9 -32.1

上昇 12.3 8.3 13.4 10.7

変わらず 65.4 70.2 72.0 72.6

下降 22.2 21.4 14.6 16.7

Ｄ・Ｉ -9.9 -13.1 -1.2 -3.2 -6.0

上昇 28.8 42.2 41.3 46.3

変わらず 68.8 55.4 57.5 52.4

下降 2.5 2.4 1.3 1.2

Ｄ・Ｉ 26.3 39.8 40.0 13.5 45.1

過剰 1.3 5.2 1.3 5.3

適正 90.8 84.4 86.8 78.9

不足 7.9 10.4 11.8 15.8

Ｄ・Ｉ -6.6 -5.2 -10.5 1.4 -10.5

楽 4.9 3.7 3.7 7.3

変わらず 78.0 70.7 78.0 72.0

苦しい 17.1 25.6 18.3 20.7

Ｄ・Ｉ -12.2 -21.9 -14.6 -9.7 -13.4

売上額 -27.9 -40.0

収益 -29.1 -40.0

前年比残業時間 -30.5 -11.0 -17.0 -1.3

人手 -20.7 -35.4 -31.7 -42.7

借入をした（％） 42.0 40.2 18.8 16.3

借入をしない（％） 58.0 59.8 81.3 83.8

借入難易度 3.7 5.0

R3

10～12月期

（予測）項目

調査期

請

負

価

格

R3

4～6月期

対前期比

業

況

売

上

額

受

注

残

施

工

高

収

益

R3

7～9月期

有効回答事業所数

材

料

価

格

原

材

料

在

庫

資

金

繰

り

前

年

同

期

比

雇

用

借

入

金

83 84
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建設業        中小企業景況調査 転記表 ＮＯ．２            令和 3年 7 月～9月期 

地域名：渋谷区        

中分類：業種合計                        注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 

 

-8.7 -11.4 -7.4 -11.4
35.0 49.1 42.1 50.9

事業用地・建物 2.5 1.9 5.3 7.3
機械・設備の新・増設 7.5 7.5 10.5 10.9

機械・設備の更改 6.3 3.8 3.5 9.1
事務機器 22.5 22.6 17.5 20.0

車両 16.3 30.2 24.6 29.1
その他 3.8 1.9 5.3 1.8

65.0 50.9 57.9 49.1

売上の停滞・減少 53.1 62.8
人手不足 46.9 44.9

大手企業・大型店との競争の激化 2.5 6.4
同業者間の競争の激化 27.2 20.5

流通経路の変化による競争の激化 0.0 1.3

合理化の不足 6.2 3.8

利幅の縮小 24.7 26.9
小口注文・多頻度配送の増加 1.2 1.3

販売商品の不足 1.2 1.3
原材料価格・材料価格の上昇 11.1 20.5

販売納入先からの値下げ要請 2.5 0.0
仕入先からの値上げ要請 4.9 6.4
人件費の増加 9.9 10.3

人件費以外の経費増加 4.9 2.6
工場・店舗の狭小・老朽化 0.0 0.0

生産能力・技術力の不足 9.9 6.4
取引先の減少 4.9 7.7

商店街の集客力の低下 0.0 0.0
下請の確保難 9.9 19.2

駐車場・資材置場の確保難 2.5 1.3
大手企業・工場の縮小・撤退 0.0 0.0

2.5 2.6

4.9 1.3

販路を広げる 35.8 39.5

経費を節減する 30.9 29.6
品揃えを充実させる 0.0 0.0

情報力、宣伝・広報を強化する 8.6 8.6
新製品・技術を開発する 3.7 2.5

新しい工法を導入する 3.7 0.0

新しい事業を始める 12.3 8.6
不採算部門を整理・縮小する 2.5 2.5

店舗・設備を改装する 0.0 0.0
仕入先・提携先を開拓・選別する 18.5 9.9

営業時間を延長する 0.0 0.0
売れ筋商品を取扱う 0.0 1.2

商店街事業を活性化させる 0.0 0.0
機械化を推進する 1.2 0.0

技術力を強化する 21.0 28.4
人材を確保する 51.9 56.8

パート化を図る 1.2 1.2
教育訓練を強化する 18.5 12.3
労働条件を改善する 11.1 8.6

工場・機械を増設・移転する 0.0 0.0
流通経路の見直しをする 0.0 0.0

取引先を支援する 1.2 1.2
輸入品の取扱いを増やす 0.0 0.0

不動産の有効活用を図る 2.5 2.5

1.2 1.2
6.2 8.6

83有効回答事業所数

問題なし

対
前期比

R3
10～12月期

（予測）
R3

7～9月期

設
備

投
資

動
向

（
％

）

現在の設備
実施した

投

資
内

容

実施しない

84

項目

調査期
R3

4～6月期

重

点
経

営
施

策

（
％

）

その他

特になし

経

営
上

の
問

題
点

（
％

）

その他



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    調査の概要      

 

１．調 査 時 期  令和 3年 7～9月期 

 

２．調 査 方 法  郵送アンケート調査 

 

３．調査の対象と回収状況 

 

 

 調査対象事業所数 有効回答事業所数 

製 造 業 200 49 

卸 売 業 200 85 

小 売 業 200 52 

サ ー ビ ス 業 200 70 

建 設 業 200 84 

合 計 1,000 340 

 

 

 


